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１．一般国道２３号中勢道路の事業概要
（１）事業目的

一般国道２３号中勢道路は、三重県鈴鹿市北玉垣町から三重県松阪市小津町に至る延長３３．８ｋｍのバイパスであり、一般

国道２３号現道の交通渋滞の緩和、災害時の復旧・支援ルートの確保、地域産業の支援を目的に計画された道路です。

並行する現道２３号には主要渋滞箇所（２区間・８箇所）が存在し、巨大地震による津波浸水が予測されるなど、多くの課題が

あり、本事業は、課題解決のため別線バイパスを整備することで、現道の渋滞緩和等による様々な効果を見込んでいます。

みえ すずか きたたまがきちょうちゅうせいどうろ みえ まつさか おづちょう

中 勢 道 路 の 全 体 位 置 図

－ １ －

図１ 全体位置図

至 松阪

至 鈴鹿

※1 出典：三重県HP「津波浸水予測図（平成２５年度地震被害想定調査）※2について」

※2：南海トラフの理論上最大クラスの地震を想定した場合の浸水予測結果
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（２）計画概要

－ ２ －

標 準 断 面 図

●事業名 ：一般国道２３号 中勢道路

●起終点 ：（起点）三重県鈴鹿市北玉垣町

（終点）三重県松阪市小津町

●延長 ：３３．８ｋｍ

（暫定２車線開通済２２．１ｋｍ）平成２５年度末

●道路規格 ：第３種第１級

●設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ

●車線数 ：４車線

●都市計画決定 ：昭和５８年度

●事業化 ：昭和５９年度～平成１９年度（順次事業化）

●用地着手年度 ：昭和６１年度

●工事着手年度 ：昭和６３年度

●前回の再評価 ：平成２３年度

（指摘事項なし：継続)

●全体事業費 ：１，９００億円（増減なし）

みえ すずか きたたまがきちょう

みえ まつさか おづちょう

中勢道路は昭和５９年度に事業化され、平成２５年度までに全線の約６５％にあたる２２．１ｋｍが暫定２車線により開通してい

ます。

図２ 一般国道２３号中勢道路 標準断面図

１．一般国道２３号中勢道路の事業概要
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２．評価の視点：一般国道２３号中勢道路
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点
①交通渋滞の緩和

－ ３ －図３ 一般国道２３号の渋滞状況

○一般国道２３号現道の渋滞緩和効果

凡例

中勢道路

高速道路

一般国道

暫定開通 未開通

写真②（栗真中山町交差点）写真①（垂水交差点）

図５ 中勢道路に並行する一般国道２３号現道の
渋滞損失時間の推移

※一般国道２３号現道を対象にＨ４２交通量推計より渋滞損失時間を算出

約９割減
少

■中勢道路の整備により、南北幹線道路が強化され、一般国道２３号への交通集中の分散が図られます。
■これに伴い、一般国道２３号現道の渋滞損失時間が約９割減少し、渋滞の緩和が見込まれます。

中勢道路未整備 中勢道路整備後

市街地に起終点を持たない通過
交通を現道から中勢道路に転換

図４ 渋滞緩和効果
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２．評価の視点：一般国道２３号中勢道路
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点

○整備効果事例

■中勢道路（高茶屋小森町～松阪市嬉野新屋庄町）の約３．９ｋｍが平成２４年２月に部分開通したことにより、並行する現道か

ら中勢道路に交通が転換し、一般国道２３号雲出本郷町交差点の渋滞長が６割減少しました。

■高茶屋小森町～小津町間の所要時間が約１２分短縮しています。

①交通渋滞の緩和

－ ４ －

津市
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その他道路

凡 例

一般国道

至：松阪

至：津

開通後

写真撮影 開通前：H24.1.10朝7時台
開通後：H24.3.7朝7時台

至：松阪

至：津

出典：交通量調査結果、旅行速度調査結果 （開通前：平成23年11月1日、開通後：平成24年3月7日）

■ 一般国道２３号＋一般国道１６５号ルート

■ 中勢道路ルート

一般国道23号北進

＜雲出本郷町交差点の渋滞状況（一般国道２３号北進）＞

＜雲出本郷町交差点の渋滞長変化＞ ＜高茶屋小森町～小津町間の所要時間変化＞

約６割減少 約１２分短縮

図６ 開通区間の概要図

図７ 渋滞状況

図８ 渋滞長の変化 図９ 所要時間の変化
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中部版
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２．評価の視点：一般国道２３号中勢道路
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点
②災害時の復旧・支援ルートの確保

－ ５ －図１０ 中勢道路からの啓開ルート

■南海トラフ巨大地震の津波では、人口・産業が集中する沿岸部で浸水が予測され、一般国道２３号の寸断が想定されます。
■中勢道路整備により、高速道路と沿岸部を結ぶ軸が形成され、災害時の救援・救助活動や人員・物資輸送が迅速化します。

出典：「中部版 くしの歯作戦」(平成26年5月改訂版)
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２．評価の視点：一般国道２３号中勢道路
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点
③地域産業の支援

－ ６ －

■三重県の事業所あたりの製造品出荷額等は全国２位で、中でも中勢地域はその約３割を占める産業集積地です。
■中勢道路沿線には、工業団地等の開発が進展しており、今後も新たな企業立地が見込まれます。
■中勢道路整備により、円滑な物流を確保することで、地域開発を支援し、地域経済の活性化が期待されます。

＜中勢道路沿線の開発状況＞

図１１ 事業所あたりの製造品出荷額等（H24）

出典：Ｈ２４工業統計調査

＜事業所あたりの製造品出荷額等＞

その他 73％

図１４ 中勢道路沿線の開発状況

＜製造品出荷額等の割合＞

図１２ 県内製造品出荷額等における
中勢地域の占める割合（H24）

出典：H22道路交通センサス、法定速度

：主要渋滞区間
：工業団地等

：主要渋滞箇所

工業団地名 分譲状況

① 御薗工業団地 完売

② 河芸工業団地 完売

③
中勢北部

サイエンスシティ
分譲中

④ 戸木工業団地 完売

⑤ 桃園工業団地 完売

⑥ 天花寺工業団地 完売

＜中勢北部サイエンスシティの造成状況＞

図１３ 中勢北部サイエンスシティの造成状況
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３．事業の進捗及び見込みの視点

－ ７ －

１）事業の進捗状況
■事業進捗率は約７６％、用地取得率は約９７％に至っています。（平成２５年度末）

（参考）前回評価時： 事業進捗率は約６２％、用地取得率は約８１％（平成２２年度末）

２）事業の進捗の見込みの視点

■津市野田～津市高茶屋小森町間（延長６．０km）は、平成２６年度に暫定２車線開通を予定しています。

■鈴鹿市御薗町～津市河芸町三行間（延長２．９km）は、平成３０年度に暫定２車線開通を予定しています。

■鈴鹿市北玉垣町～鈴鹿市野町間（延長２．８km）は、上記の事業進捗を踏まえつつ、開通に向けて整備を推進していきます。
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つ のだ たかぢゃやこもりちょう
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図１５ 一般国道２３号中勢道路 整備状況

主要渋滞箇所

主要渋滞区間

凡例

中勢道路

高速道路

一般国道

主要地方道

暫定開通 未開通

鈴
鹿
市
御
薗
町

津
市
河
芸
町
三
行

津
市
野
田

津
市
高
茶
屋
小
森
町

延長２．８km

①②③ 鈴
鹿
市
野
町

の
ま
ち

きたたまがき のまち

平成24年2月5日

暫定2車線開通

延長３．９㎞

平成24年12月9日

納所町交差点立体化

三重県庁

平成24年3月18日

暫定2車線開通

延長０．９㎞

平成26年3月23日
暫定2車線開通
延長１．８㎞

松
阪
市
嬉
野

新
屋
庄
町

津
市
高
茶
屋
小
森
町

津
市
河
芸
町
三
行

津
市
河
芸
町
北
黒
田

鈴
鹿
市
稲
生

鈴
鹿
市
野
町

い
の
う

う
れ
し
の

に
わ
の
し
ょ
う
ち
ょ
う

のうそちょう

つ

つ

すずか すずか

す
ず
か

す
ず
か

み
そ
の
ち
ょ
う

す
ず
か

の
ま
ち

す
ず
か

つ

か
わ
げ
ち
ょ
う
み
ゆ
き

つ

か
わ
げ
ち
ょ
う
き
た
く
ろ
だ

ま
つ
さ
か

た
か
ぢ
ゃ
や
こ
も
り
ち
ょ
う

つ

つ

か
わ
げ
ち
ょ
う
み
ゆ
き

つつ

の
だ

た
か
ぢ
ゃ
や
こ
も
り
ち
ょ
う



３．事業の進捗及び見込みの視点

－８－

①鈴鹿市北玉垣町～鈴鹿市野町の事業進捗状況

区間 事業進捗状況

鈴鹿市北玉垣町

～

鈴鹿市野町

【用地】Ｈ１９年度より用地買収に
着手し、今年度も引続き推進

①

拡大図

鈴
鹿
市
北
玉
垣
町

鈴
鹿
市
野
町

【鈴鹿市地内】平成25年3月撮影
津方面を望む

写真①

至 津

至 四日市

撮影位置

凡例

中勢道路

高速道路

一般国道

主要地方道

暫定開通 未開通

鈴
鹿
市
野
町

鈴
鹿
市
北
玉
垣
町

拡大

すずか きたたまがきちょう すずか のまち



３．事業の進捗及び見込みの視点

－９－

写真②

②鈴鹿市御薗町～津市河芸町三行の事業進捗状況

区間 事業進捗状況 備考

鈴鹿市御薗町

～

津市河芸町三行

【用地】Ｈ２２年度より用地買収に
着手し、今年度も引続き推進

【工事】Ｈ２４年度より工事に着手し、
今年度は高架橋下部工事を
実施

Ｈ３０年度暫定２車線
開通予定

延長２．９ｋｍ

【鈴鹿市地内】平成25年11月撮影
地盤改良工事

すずか みそのちょう つ かわげちょうみゆき

【鈴鹿市地内】平成26年3月撮影
津方面を望む

写真③

至 北玉垣

至 津ＩＣ写真①

【鈴鹿市地内】平成26年8月撮影
交差点立体化工事

拡大図
鈴
鹿
市
御
薗
町

津
市
河
芸
町
三
行

② ③

①

撮影位置

凡例

中勢道路

高速道路

一般国道

主要地方道

暫定開通 未開通

至 鈴鹿

至 津

鈴
鹿
市
御
薗
町

津
市
河
芸
町
三
行

拡大



３．事業の進捗及び見込みの視点

－１０－

③津市野田～津市高茶屋小森町の事業進捗状況

区間 事業進捗状況 備考

津市野田

～

津市高茶屋小森町

【工事】Ｈ２１年度より工事に着
手し、今年度は跨道橋上
部工事、全区間の舗装工
事等を実施

Ｈ２６年度暫定２車線
開通予定

延長６．０ｋｍ

①

拡大図

津
市
野
田

津
市
高
茶
屋
小
森
町

③

つ のだ つ たかぢゃやこもりちょう

②

【津市地内】平成26年3月撮影
松阪方面を望む

写真③

至 鈴鹿

運転免許センター

至 松阪

【津市地内】平成26年7月撮影
鈴鹿市方面を望む

【津市地内】平成26年7月撮影
松阪市方面を望む

写真①

写真②

凡例

中勢道路

高速道路

一般国道

主要地方道

暫定開通 未開通

撮影位置

津
市
野
田

津
市
高
茶
屋
小
森
町

拡大



４．費用対効果分析

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ ＝
５，９９５億円 ＋ ３４６億円 ＋ ２１億円

２，２７８億円 ＋ ２３４億円

６，３６３億円

２，５１２億円
＝

◇Ｂ／Ｃ（残事業）
３，９６６億円 ＋ ２２２億円 ＋ ４３億円

３０３億円 ＋ １５３億円
＝

４，２３０億円

４５６億円
＝ ＝

２．５（２．４）

９．３（７．２）

※１

※１、２

※１平成２２年８月に公表した「将来交通需要推計の改善について」にて検討することになっていた推計手法の改善（第二段階）を反映した将来ＯＤ表に基づきＢ／Ｃを算出。
※２未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出。

【前回評価時からの変更点】

１．H２６年度事業化済道路網に変更（Ｈ２３→Ｈ２６） ２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２３→Ｈ２６）

（ ）は、前回評価時

○費用便益比（Ｂ／Ｃ）について

３便益による事業の投資効果

（走行時間短縮便益） （走行経費減少便益） （交通事故減少便益）

（事業費） （維持管理費）

－ １１ －



５．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

■中勢道路は、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画です。また、交通渋滞の緩和、災害時の復旧支援ルートの
確保、地域産業の支援など期待される効果が大きい事業で、都市計画決定以降、地域の課題に大きな変化が無いことから、現計画が最も最適
であると考えます。

■民地との調整を行い、残土の有効利用として民地へ盛土をし、排水計画も見直すことにより、約１億円のコスト縮減を図っています。

■今後も技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

コ ス ト 縮 減 や 代 替 案 立 案 等 の 可 能 性 の 視 点

■道路構造の見直し

沢水を本線横断させる

長い横断管が必要。

沢上流を盛土し、沢水を

表面水として集水する

ことで横断管を廃止

盛
土
部
の
Ｂ
Ｏ
Ｘ
内
水
路
に
て
本
線
横
断
さ
せ
る

中勢バイパス 中勢バイパス

本線

側道 側道

民地に盛土をすることで

残土の有効利用を図る

【予備設計時】 【詳細設計時】

（平面図）

（断面図）

（平面図）

（断面図）横断管 Φ1200, L=95m

側溝

－１２－

盛土 ６万m3

官地 民地

盛土

盛土

盛土



－ １３ －

■三重県の意見

本事業は、国道２３号の交通渋滞緩和や災害時の復旧・支援ルートの確保、さらには地域開発の支援を図るための重要なバイ
パス事業です。

今後も引き続き、本県と十分な調整をしていただき、津市野田～津市高茶屋小森町間の平成２６年度供用及び鈴鹿市御薗町
～津市河芸町三行間の平成３０年度供用を確実にするとともに、開通の見通しが明らかになっていない区間については、開通の
見通しを明らかにした上で、早期全線完成に向けた事業の確実な推進をお願いいたします。また、既供用区間の渋滞対策の推
進もお願いいたします。

６．県・政令市への意見聴取結果

７．対応方針（原案）

■一般国道２３号中勢道路の事業を継続する。


